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令和７年度(2025年度)北海道社会貢献賞受賞者  
 
 

地 域 医 療 功 労 者  
                                

  氏　名  安藤　御史　　（上士幌町） 
あ ん ど う み ふ み

 
 ［功績概要］ 
 
　　平成１１年から、過疎地域において貴重な診療所である「はげあん診療所」の院長

 として、昼夜問わず多くの患者に対応し、かかりつけ医としての信頼と実績を積み重 

 ね、長きにわたり地域住民の健康増進に尽力された。 

　  この間、現在に至るまで、在宅医療にも積極的に取り組まれ、専門の整形外科に限らず、

 総合診療として多くの患者を診療し、高齢化率の高まる地域において、在宅医療にも

 積極的に取り組まれ、地域住民が住み慣れた自宅で安心して療養できる体制を確立するなど、

 在宅医療及び地域医療の確保に貢献され、その功績は多大である。 

                                       　
 
 
 
　氏　名  景山　倫照　　（幕別町） 

か げ や ま み ち て る

 
 ［功績概要］ 
 
　　昭和４８年以来、幕別町嘱託医師及び学校保健指導医として、乳幼児や児童・生徒の健診な 
  どを通じて、住民の健康管理に尽力された。 

　　昭和５０年１１月からは、令和６年１１月までの４９年間の長きにわたり、巡回診療として 
  農村部の新和地区に赴き週１回診療を行うなど、地域医療の確保に貢献された。 

　　また、幕別町健康づくり推進協議会や国民健康保険運営協議会の委員、介護保険運営協議会 
  会長、東十勝介護認定審査会会長、東十勝障害区分認定審査会会長を務められるなど、地域の

　健康づくり・介護に係る要職を歴任し、市街地にある医療機関の受診が難しい地域住民の医療

　を守るために尽力され、その功績は多大である。 

　　 
 　　

 
 
　氏　名  田中　サイ子　　（音更町） 

た な か こ

 
 ［功績概要］ 
 
　 昭和５４年に音更町で田中医院を開業し現在に至るまで４６年の長きにわたり、理

 事兼副院長として、音更町の地域医療の確保に貢献された。 

   また、平成２０年４月から現在まで、検診医を務められ、さらには平成２７年４月

 から現在まで、学校医としても地域住民の健康増進に尽力された。 

　  開院当初から、入院医療、時間外、救急往診など約２５年続けられたほか、精神科

 医と内科医との共同診療を４６年間現役で継続され、地域の保健医療福祉の向上と道

 内の地域医療を担う人材の育成に長年寄与されてきた功績は多大である。 

　 

 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 

　氏　名 田中 章二　（音更町）  

た な か し ょ う じ

 

  　 
 
［功績概要］

 
　　昭和５４年に音更町で田中医院を開業し現在に至るまで４６年の長きにわたり、 
  理事長兼院長として、音更町の地域医療の確保に貢献された。 

　  開設当初から現在まで、検診医を務められ、さらに、昭和５５年４月から令和２ 
  年３月までの間は、学校医も務められるなど、地域住民の健康増進に尽力された。 

　　音更町教育支援委員、音更町障害者福祉計画推進委員長、音更町国民健康保険運
　営協議会委員、音更町健康づくり推進協議会会長、音更町介護保険事業等運営協議
　会委員など、音更町の医療や福祉に係る要職を歴任し、地域の保健医療福祉の向上 
  に寄与された。 

　　また、北海道医療計画十勝保健医療福祉圏域連携推進会議精神保健医療福祉対策
　精神専門部会委員も務められ、平成５年からは十勝医師会理事、十勝医師会前副会 

　長を歴任し、現在では顧問の職務を務められるなど、十勝地域全体の地域医療への
　功績は多大である。 
 

　　　　　　　　　　  　　 （敬称は略させていただきます。掲載は、五十音順です。） 
 
 

救 急 医 療 功 労 者 
 
 
　団 体 名　社会医療法人道北勤労者医療協会 道北勤医協一 条 通 病 院（旭川市） 

しゃかいいりょうほうじんどうほくきんろうしゃいりょうきょうかい どうほくきんいきょういちじょうどおりびょういん

                                               　
 ［功績概要］  
                     
　　道北地域での医療貢献を目的に法人を設立され、今年５０周年を迎えられた。 

    市内の救急当番制が確立されていなかった時代から夜間診療を実施されるなど、地域の救急
  医療に大きく貢献されている。 

　　また、平成１８年からは救急告示病院として、２４時間３６５日の受け入れを行うとともに、
　輪番制当番への対応も、内科、外科、小児科のそれぞれの分野で役割を担っている。
    永きにわたり地域の救急医療体制の確保に寄与し、その功績は多大である。 
　　 
　 

 

令和７年度(2025年度)北海道知事感謝状贈呈者  
                                                                             

（救急病院・救急診療所） 
 
 
　  　 永年にわたり救急病院・救急診療所として救急医療に献身的な努力をはらい、　
　　 本道における医療の充実向上に寄与している。 
  
 市町村 医 療 機 関 名 告示年月日  
  
 釧路市 医療法人社団三慈会釧路三慈会病院 平成２１年７月１日   

  
 北見市 医療法人社団高翔会北星記念病院 平成２２年１月１日   
   

上川町 国民健康保険上川医療センター 平成２２年１月１日

計 ２病院１診療所   　　　　　　

（敬称は略させていただきます。掲載は、告示年月日順です。）　


